
「農業」 
 農業の良さは、カール・マルクスの言うところの「剰余価値」＝「利潤」＝「搾取」を生み出さないところに

あると言えよう。 

 農民としての私が、農業に誇りを持って居続けているのは、おそらく、人を労働者として使用しないで、自営

である限り、剰余価値ともいうべきものは、水と太陽と土が与えてくれるものと考えているからであろう。もち

ろん、深く「私有財産の起源」（マルエン選集から）を考えるなら、そこには問題があることも理解しているが。 

 

それにしても、現在のような格差社会で、「剰余価値」の議論がなされないことが不思議でならない。時代に合

わない、反社会的で、危険な思想とされ、そのような考えをする人々は、学会はもちろん、社会全体から抹殺さ

れてしまうからなのだろうか。私は、資本主義社会でも議論されるべきであると考えている。と言うのも「人間」

という存在は、強欲で、わがままであることをのち越えられない存在であり、そのことは私自身の問題でもある

からなのだ。しかしそれでも、カール・マルクスの資本論第 1巻の「剰余価値」の理論が不適切な理論と感じた

ことは、学生時代から一度もない。自分がよほど鈍感でバカなのだろうとも思う。しかしそれでも「農民」とし

て生きてきた時間が長いので、その生活の実感や「誰をも傷つけることのない仕事」としての誇りが、なくなら

ないのである。 

2018年 1月 3日(水) 

 

※ 上掲の様な私の確信は間違いでなかったことが、2019年の末に、ポール・クルーグマン教授によって認めら

れたものと、私は理解しています。 

※ 参考文献として、副島隆彦氏の「経済学という人類を不幸にした学問」を挙げておきます。ぜひ読んでくだ

さい。 

 

 


